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令 和 ２ 年 ６ 月 ５ 日 

東北農政局農村振興部 

 
大柿ダムにおける放射性セシウムの調査結果について（令和元年） 

 

 

１．概要 

東北農政局は、福島県双葉郡浪江町内にある大柿ダムにおいて、令和元年に実施した水質及び

底質における放射性セシウムの調査結果を取りまとめましたので、公表します。 

 

２．調査方法 

  調査方法については、別添１から３大柿ダムにおける放射性セシウムの調査結果に記載の調査

内容をご確認ください。 
 
３．調査結果概要 

 （１）ダム湖内取水口付近（詳細は別添１参照） 
   １）水質調査 

調査年   令和元年 

採水期間   平成 31 年１月から令和元年 12月（１回/月） 

採水数   36 回（12ヶ月×３箇所※1） 

分
析
結
果 

134Cs+137Cs 

(ろ過前) 

検出下限値未満※2 検体数 １ 検体 

検出 
検体数 35 検体 

濃度 0.1 ～ 2.2 Bq/L 

134Cs+137Cs 

(ろ過後)※3 

検出下限値未満※2 検体数 17 検体 

検出 
検体数 18 検体 

濃度 0.1 ～ 0.2 Bq/L 

※1 採水は、ダム湖内取水口付近の表層（水面-0.5m）・中層（全水深の 1/2）・下層（湖底+0.5m）で実施し

ている。 

※2 検出下限値は、134Cs、137Cs で各 0.1Bq/L としている。 

※3 134Cs+137Cs におけるろ過後の分析は、ろ過前で検出された採水試料のみ実施している。 

 

２）底質調査 

調査年  令和元年 

採泥期間  平成 31 年１月から令和元年 12月（１回/月） 

採泥数  12 回（12ヶ月×１箇所） 

分析結果 134Cs+137Cs※ 35,000 ～ 159,900 Bq/kg(乾泥) 

※ 検出下限値は、134Cs、137Cs で各 10Bq/kg(乾泥)としている。 
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（２）ダムへの流入地点２箇所（昼曽根、矢具野）、ダムからの放流地点１箇所 

（詳細は別添２及び３参照） 

   １）水質調査（平水時） 

調査年   令和元年 

採水期間   平成 31 年１月から令和元年 12月（１回/週） 

採水数   159 回（53週×３箇所） 

(

昼
曽
根
） 

分
析
結
果 

134Cs+137Cs 

(ろ過前) 

検出下限値未満※2 検体数 51 検体 

検出 
検体数 ２ 検体 

濃度 0.1 ～ 0.2 Bq/L 

134Cs+137Cs 

(ろ過後) 

検出下限値未満※2 検体数 ２ 検体 

検出 
検体数 － 検体 

濃度 － Bq/L 

(

矢
具
野
） 

分
析
結
果 

134Cs+137Cs 

(ろ過前) 

検出下限値未満※2 検体数 50 検体 

検出 
検体数 ３ 検体 

濃度 0.1 ～ 0.3 Bq/L 

134Cs+137Cs 

(ろ過後) 

検出下限値未満※2 検体数 １ 検体 

検出 
検体数 ２ 検体 

濃度 0.1 ～ 0.2 Bq/L 

(

放
流
工
） 

分
析
結
果 

134Cs+137Cs 

(ろ過前) 

検出下限値未満※2 検体数 41 検体 

検出 
検体数 12 検体 

濃度 0.1 ～ 2.6 Bq/L 

134Cs+137Cs 

(ろ過後) 

検出下限値未満※2 検体数 ７ 検体 

検出 
検体数 ５ 検体 

濃度 0.1 ～ 0.2 Bq/L 

※ 検出下限値は、134Cs、137Cs で各 0.1Bq/L としており、最小値には検出下限値未満は含んでいない。 
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   ２）水質調査（増水時） 

調査年   令和元年 

採水期間   平成 31 年３月から令和元年 10 月（増水時） 

採水数   261 回 

分析結果 

(昼曽根) 

134Cs+137Cs 

(ろ過前) 

検出下限値未満※2 検体数 40 検体 

検出 
検体数 38 検体 

濃度 １ ～  74 Bq/L 

分析結果 

(矢具野) 

134Cs+137Cs 

(ろ過前) 

検出下限値未満※2 検体数 61 検体 

検出 
検体数 35 検体 

濃度 １ ～ 261 Bq/L 

分析結果 

(放流工) 

134Cs+137Cs 

(ろ過前) 

検出下限値未満※2 検体数 72 検体 

検出 
検体数 15 検体 

濃度 １ ～  13 Bq/L 

※ 検出下限値(134Cs+137Cs)は 1Bq/L としており、最小値には検出下限値未満は含んでいない。 

 

４．参考資料 
３．調査結果の概要に示す分析結果においては、（ろ過前）は懸濁態と溶存態の合計、（ろ過後）

は溶存態を示しており、各形態の内容及びイメージは以下のとおりです。 


